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 第 5 回 文武に秀でた

宇都宮氏の本拠地　うつのみや
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■源頼朝と宇都宮朝
とも

綱
つな

　宇都宮氏は、宇都宮明神
（二荒山神社）の社務職を兼ねながら宇都宮の地
を治めた武将です。3代朝綱は、源頼朝の挙兵を
助け、鎌倉幕府の樹立に大きく貢献しました。頼
朝が弟の義経を追って奥州に向かった際には、宇
都宮明神で戦勝祈願を行い、朝綱もその軍に加わ
り手柄を立てています。
■百人一首と蓮

れん

生
しょう

　5代頼
より

綱
つな

（後の蓮生）は、当代随一の
歌人藤

ふじわらの

原定
てい

家
か

と親交があり、
出家して京都に居を構えた
際に、その山荘のふすまに
貼る色紙和歌を定家に百首
選んでもらいました。これが
後の「百人一首」の元になったといわれています。
宇都宮氏は独自に歌壇をつくり、和歌集を編さん
するなど、文化面でも秀でた武将でした。

■武勇に秀でた宇都宮氏　8代貞
さだ

綱
つな

は、元軍の襲
来に対し約6万人の兵を率い、日本の総大将とし
て九州に出陣しました。また、9代公

きん

綱
つな

は、知将
として名高い楠

くすの

木
き

正
まさ

成
しげ

と戦い、「坂東一の弓矢と
り」と評され、宇都宮氏の武勇は全国的にも知れ
渡っていました。さらに、10代氏

うじ

綱
つな

は、足利尊氏
を助け、上

こう

野
ずけ

（群馬県）・越後（新潟県）の2カ国
の守護職を務めました。
■宇都宮氏の終えんとその後　このように宇都宮
氏は、文武に秀でた伝統ある一族でしたが、22
代国

くに

綱
つな

の代に豊臣秀吉により改
かい

易
えき

され、その地位
を解かれてしまいます。しかし、宇都宮氏の旧臣
たちは土地に住み続け、その後の地域の発展を支
えました。また、宇都宮氏が種をまいた「百人一
首」は、宇都宮で百人一首全国大会が開かれるな
ど、今日も多くの人々に愛され続けています。
問文化課☎（632）2764

市民俳歌柳壇市民俳歌柳壇 ミヤリーマークは

ジュニアの句・首です。

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表

作品に限ります。はがきに、作品 （漢字にはふりがなも付けて）・住所・氏名（ふりがな）・応募する壇名

を書き、毎月20日（消印有効）までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。

市内に在住か通学している小・中学生からも応募をお待ちしています。問広報広聴課☎（632)2028
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激
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迫
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葉
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助
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一
つ
考
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の
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を
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●
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田
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◎
選
評
　
初
句
「
助
詞
一
つ
」
こ
れ
か
ら
述
べ
よ
う
と
す
る
内
容
の
重
さ
を
予
感
さ
せ
、
歌
い
出
し
の
言
葉
の
力
を
感
じ
る
。

作
歌
の
途
上
、
助
詞
一
つ
に
こ
だ
わ
り
、
一
夜
悶
々
と
悩
む
。
静
か
な
夜
は
小
雨
の
降
る
音
ま
で
に
聴
覚
が
鋭
く
な
る
。
短

歌
を
読
む
上
で
助
詞
（
て
、
に
、
を
、
は
）
を
適
切
に
使
う
こ
と
に
よ
り
一
首
の
声
調
が
生
ま
れ
る
。
地
道
に
作
歌
し
て
い

る
姿
が
見
え
て
う
れ
し
い
一
首
に
出
会
っ
た
。
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双
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正
岡
子
規
の
松
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、
松
尾
芭
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の
伊
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な
ど
な
ど
。
俳
人
ゆ
か
り
の
地
は
そ
れ
ぞ
れ
の
俳
人
を
し
の
ぶ
格
好
の
地

で
あ
る
。
薄
暑
の
や
や
疲
れ
を
感
じ
た
折
、
そ
こ
に
立
つ
投
句
箱
に
触
発
さ
れ
、
創
作
意
欲
が
湧
き
、
一
句
を
投
じ
た
の
で

あ
ろ
う
。
見
聞
し
た
こ
と
の
あ
る
城
下
町
の
風
情
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で
く
る
。
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流
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◎
選
評
　
免
許
証
を
返
し
た
。
長
い
間
、
苦
楽
を
共
に
し
た
戦
友
と
別
れ
た
よ
う
な
む
な
し
さ
だ
っ
た
。
免
許
証
も
同
じ
気

持
ち
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
「
こ
れ
か
ら
は
、
二
本
の
足
を
私
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
う
、
車
の
声
を
聞

い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

▲うつのみや
　百人一首市民大会

ペ
ー
ジ
番
号
を
市

　の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
入
力
し
て
み
よ
う
。

関
連
ペ
ー
ジ
が
見
ら
れ
る
よ
。
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